
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊おねがい＊＊＊ 

〇 近日、スクリレにて『保護者評価』を配信します。今年度を振り返り、次年度以降の運営に活かし

ていきたいと思っていますので、ご回答をお願いします。 

〇 修了式（3/17）は、年長児保護者は参加となります。年中児も参加を考えています。今年度は幼

稚園の閉園セレモニーも予定としています。詳細は後日お伝えしていきます。 

１月２１日、はごろも小学校区の各校種職員を対象とし、本園で公開保育と研修会を行いました。この研

修会は、宜野湾市幼こ小中連携事業の一つです。はごろも小学校全職員、近隣幼児教育施設職員、行政の方々

と総勢 50 名以上の参加がありました。保育参観のあとは、講師の大湾由美子先生、園長先生のお話を通し

て、「子どもの発達の連続性」や「接続の切れ目ない援助」について再確認することができました。 

参加者の先生方からの感想では「子どもの発達は連続しているため、幼稚園での活動を知って小学校につ

なげることは大切だと改めて感じた」「幼児期から主体的で対話的な深い学びをしており、それが小学校以降

につながることを学んだ」「年中、年長２学級の保育を参観し、年中での温かい関わりが基盤とし、年長では

集団の中での育ちにつながっている」など多くのご感想がありました。 

今年度、はごろも幼小では年長児から小学１年生までの２年間（架け橋期）において、子ども達がスムー

ズに小学校生活に移行できるようカリキュラムを作成しています。この日は、その「架け橋カリキュラム」

も参加者と共有することができました。 

令和８年１月 27 日 

宜野湾市立はごろも幼稚園 
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年長児、「これから遊戯

室へ向かいます！」移動

も楽しく！ 

 

3 学期は、仲間意識が深まり、自分たちの力でできることが増え、自信をもって進め充実していく学期で

す。「発達の姿」では、年中児：「もうすぐ年長児！友達のつながりを広げ思いや考えを出し合いながら生活

を楽しむ時期」年長児：「１年生に向かう喜びを感じて！自信をもって自分たちの生活を進める時期」となっ

ています。 

さて、本園での実際の子ども達の姿を見てみますと、遊びに必要なルールを提案したり守ったりし集団で

遊びを進める姿（年長児ドッジボールの場面）、自分の役割をもち友達と気持ちを合わせながら取り組む（発

表会へ取り組む姿）、年長児との関わりをより楽しみ一緒に遊ぶ年中児、教師の援助を受けながら自分たちで、

活動に必要な準備片付けを進めたり、意欲的に当番活動をする姿（年中児）など、育ちを感じる場面が多く

見られています。 

 

伝承遊びの様子。ルール

の必要性に気づき守る

姿が見られました。 

年中児。安心して話せる雰

囲気の中で、話合いや読み

聞かせなど。 

後半の研修会の様子。 

意見交換、講話など有意

義な研修でした。 


